
一
学
年 

国
語
科 

国
語
総
合 

 

学
年
閉
鎖
中
課
題 

  

以
下
の
課
題
を
閉
鎖
中
に
行
い
、
閉
鎖
明
け
最
初
の
授
業
で
全
て
提
出
す
る
。 

 

自
身
の
体
調
を
鑑
み
、
無
理
の
な
い
よ
う
行
う
こ
と
。
そ
の
場
合
は
終
わ
っ
て
い
な
く
て
も
か
ま
わ
な
い
。 

た
だ
し
、
体
調
不
良
等
で
課
題
が
終
わ
ら
な
か
っ
た
場
合
は
、
最
初
の
授
業
の
前
に
あ
ら
か
じ
め
申
し
出
る
こ
と
。 

  

一 

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
常
用
漢
字 

第
２０
回 

～ 
第
２２
回 

 
 

付
属
の
漢
字
練
習
プ
リ
ン
ト
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
、
そ
れ
ぞ
れ
書
き
取
り
練
習
を
行
う
。 

 
 

※ 

プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
で
き
な
く
て
も
、
漢
字
練
習
プ
リ
ン
ト
と
同
じ
回
数
、
書
き
取
り
練
習
を
行 

え
て
い
れ
ば
自
身
の
ノ
ー
ト
や
ル
ー
ズ
リ
ー
フ
等
で
も
同
じ
提
出
物
と
し
て
扱
う
。 

 

提
出
時
、
必
ず
記
名
す
る
こ
と 

一
日
一
枚
、
最
低
三
日
を
想
定
し
て
の
課
題
で
あ
る
。 

閉
鎖
の
期
間
に
よ
っ
て
は
さ
ら
に
追
加
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。 

  

二 

教
科
書 

Ｐ
３００
～ 

Ｐ
３０３ 

 

『 

伊
勢
物
語 

「
筒
井
筒
」 

』 

 
 

本
文
の
現
代
語
訳
を
、
自
身
の
ノ
ー
ト
や
ル
ー
ズ
リ
ー
フ
等
に
自
身
で
考
え
記
入
す
る
。 

 
 

そ
の
際
、
本
文
や
自
身
の
訳
に
番
号
を
付
け
る
な
ど
、
本
文
の
ど
の
部
分
の
訳
か
わ
か
る
よ
う
に
書
く
こ
と
。 

 
 

 

 
 

※ 

本
文
デ
ー
タ
を
掲
載
す
る
の
で
、
教
科
書
を
持
ち
帰
っ
て
い
な
い
場
合
は
活
用
す
る
こ
と
。 

 
 
 
 

辞
書
が
な
い
場
合
、
ネ
ッ
ト
で
言
葉
や
文
法
を
調
べ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
か
ま
わ
な
い
が
、 

訳
そ
の
も
の
を
を
ネ
ッ
ト
か
ら
引
用
す
る
行
為
は
禁
止
す
る
。 

  
 
 

 

      



 
常
用
漢
字 

第
２
０
回 

１ 
 

資
料
を
ジ
ュ
ク
ド
ク
す
る
。（
熟
読
） 

２ 
 

新
幹
線
の
ザ
セ
キ
を
探
す
。（
座
席
） 

３ 
 

ケ
ン
チ
ョ
ウ
所
在
地
。（
県
庁
） 

４ 
 

フ
ク
ツ
ウ
の
た
め
休
む
。
（
腹
痛
） 

５ 
 

判
断
の
シ
ャ
ク
ド
に
す
る
。（
尺
度
） 

６ 
 

コ
ウ
ソ
ウ
ビ
ル
の
最
上
階
。（
高
層
） 

７ 
 

工
芸
品
を
テ
ン
ジ
す
る
。
（
展
示
） 

８ 
 

ム
ト
ド
け
で
外
出
す
る
。
（
無
届
け
） 

９ 
 

故
人
の
イ
シ
を
継
ぐ
。（
遺
志
） 

１
０ 

台
風
の
た
め
エ
ン
キ
す
る
。（
延
期
） 

１
１ 

ベ
ッ
サ
ツ
付
録
を
付
け
る
。（
別
冊
） 

１
２ 

知
識
が
ヒ
ン
コ
ン
だ
。（
貧
困
） 

１
３ 

ナ
イ
カ
ク
総
理
大
臣
。（
内
閣
） 

１
４ 

六
時
に
ヘ
イ
テ
ン
す
る
。
（
閉
店
） 

１
５ 

実
力
者
が
ヘ
イ
リ
ツ
す
る
。（
並
立
） 

１
６ 

保
守
的
な
セ
イ
ト
ウ
だ
。
（
政
党
） 

１
７ 

冷
静
に
タ
イ
シ
ョ
す
る
。
（
対
処
） 

１
８ 

キ
ン
ム
態
度
が
良
い
。（
勤
務
） 

１
９ 

カ
ン
マ
ツ
資
料
を
読
む
。
（
巻
末
） 



２
０ 

マ
キ
モ
ノ
を
広
げ
る
。（
巻
物
） 

２
１ 
身
に
キ
ケ
ン
が
迫
る
。（
危
険
） 

２
２ 

海
ガ
メ
の
サ
ン
ラ
ン
。（
産
卵
） 

２
３ 

冬
服
を
シ
ュ
ウ
ノ
ウ
す
る
。（
収
納
） 

２
４ 

コ
ウ
ゴ
ウ
陛
下
。
（
皇
后
） 

２
５ 

制
度
の
カ
イ
ゼ
ン
を
図
る
。（
改
善
） 

２
６ 

友
人
の
ア
ン
ピ
を
気
遣
う
。（
安
否
） 

２
７ 

ス
イ
チ
ョ
ク
二
等
分
線
。
（
垂
直
） 

 

常
用
漢
字 

第
２
１
回 

１ 
 

楽
器
を
エ
ン
ソ
ウ
す
る
。
（
演
奏
） 

２ 
 

コ
ウ
フ
ン
し
て
叫
ぶ
。（
興
奮
） 

３ 
 

前
向
き
な
シ
セ
イ
。（
姿
勢
） 

４ 
 

親
フ
コ
ウ
な
息
子
。（
不
幸
） 

５ 
 

危
急
ソ
ン
ボ
ウ
の
事
態
。
（
存
亡
） 

６ 
 

セ
イ
ゾ
ン
を
確
認
す
る
。
（
生
存
） 

７ 
 

光
が
ハ
ン
シ
ャ
す
る
。（
反
射
） 

８ 
 

シ
ョ
ウ
ラ
イ
の
夢
を
語
る
。（
将
来
） 

９ 
 

ゴ
ー
ル
ス
ン
ゼ
ン
で
抜
く
。（
寸
前
） 

１
０ 

学
業
に
セ
ン
ネ
ン
す
る
。
（
専
念
） 



１
１ 

両
親
を
ソ
ン
ケ
イ
す
る
。
（
尊
敬
） 

１
２ 
シ
ュ
ウ
シ
ョ
ク
活
動
。（
就
職
） 

１
３ 

リ
コ
的
な
考
え
方
を
直
す
。（
利
己
） 

１
４ 

博
覧
会
が
カ
イ
マ
ク
す
る
。（
開
幕
） 

１
５ 

ジ
ャ
ッ
カ
ン
残
り
が
あ
る
。（
若
干
） 

１
６ 

ヨ
ウ
シ
ョ
ウ
の
頃
。（
幼
少
） 

１
７ 

日
本
国
ケ
ン
ポ
ウ
第
九
条
。（
憲
法
） 

１
８ 

チ
ュ
ウ
セ
イ
を
誓
う
。（
忠
誠
） 

１
９ 

ボ
ウ
ネ
ン
会
を
開
く
。（
忘
年
） 

２
０ 

ジ
ガ
に
目
覚
め
る
。（
自
我
） 

２
１ 

ボ
シ
ュ
ン
の
風
景
。（
暮
春
） 

２
２ 

詩
の
ロ
ウ
ド
ク
を
す
る
。
（
朗
読
） 

２
３ 

病
気
の
カ
ン
セ
ン
を
防
ぐ
。（
感
染
） 

２
４ 

学
習
イ
ヨ
ク
に
燃
え
る
。
（
意
欲
） 

２
５ 

家
族
で
オ
ン
セ
ン
に
行
く
。（
温
泉
） 

２
６ 

ハ
イ
イ
ロ
の
厚
い
雲
。（
灰
色
） 

２
７ 

ダ
ン
ペ
ン
的
な
記
憶
。（
断
片
） 

 

常
用
漢
字 

第
２
２
回 

１ 
 

人
事
イ
ド
ウ
の
季
節
。（
異
動
） 



２ 
 

ギ
モ
ン
に
答
え
る
。（
疑
問
） 

３ 
 

コ
ウ
シ
ツ
を
訪
問
す
る
。
（
皇
室
） 

４ 
 

テ
ン
ノ
ウ
が
即
位
す
る
。
（
天
皇
） 

５ 
 

セ
イ
ダ
イ
に
祝
う
。（
盛
大
） 

６ 
 

国
連
に
カ
メ
イ
す
る
。（
加
盟
） 

７ 
 

徹
夜
で
カ
ン
ビ
ョ
ウ
す
る
。（
看
病
） 

８ 
 

ボ
ケ
ツ
を
掘
る
。
（
墓
穴
） 

９ 
 

知
識
を
タ
イ
ケ
イ
づ
け
る
。（
体
系
） 

１
０ 

ヨ
ク
ジ
ツ
ま
で
考
え
る
。
（
翌
日
） 

１
１ 

シ
ン
セ
イ
な
雰
囲
気
。（
神
聖
） 

１
２ 

ハ
イ
ゴ
で
声
が
す
る
。（
背
後
） 

１
３ 

シ
キ
ン
距
離
ま
で
近
づ
く
。（
至
近
） 

１
４ 

ヨ
ウ
サ
ン
の
盛
ん
な
地
域
。（
養
蚕
） 

１
５ 

カ
ン
シ
ュ
ウ
の
声
援
。（
観
衆
） 

１
６ 

サ
イ
バ
ン
で
争
う
。（
裁
判
） 

１
７ 

フ
ク
ソ
ウ
を
改
め
る
。（
服
装
） 

１
８ 

考
え
が
ノ
ウ
リ
に
浮
か
ぶ
。（
脳
裏
） 

１
９ 

シ
セ
ン
を
落
と
す
。（
視
線
） 

２
０ 

書
類
を
カ
イ
ラ
ン
す
る
。
（
回
覧
） 

２
１ 

財
界
に
ク
ン
リ
ン
す
る
。
（
君
臨
） 



２
２ 

ケ
イ
ビ
は
万
全
だ
。（
警
備
） 

２
３ 
キ
チ
ョ
ウ
な
意
見
だ
。（
貴
重
） 

２
４ 

ウ
ン
チ
ン
を
払
う
。（
運
賃
） 

２
５ 

ナ
ン
ダ
イ
に
悩
ま
さ
れ
る
。（
難
題
） 

２
６ 

産
業
カ
ク
メ
イ
。
（
革
命
） 

２
７ 

コ
ツ
ニ
ク
の
争
い
。（
骨
肉
） 

                            



   

伊
勢
物
語 

 
筒
井
筒 

  

昔
、
田
舎
わ
た
ら
ひ
し
け
る
人
の
子
ど
も
、
井
の
も
と
に
出
で
て
遊
び
け
る
を
、
大
人
に
な
り
に
け

れ
ば
、
男
も
女
も
恥
ぢ
か
は
し
て
あ
り
け
れ
ど
、
男
は
こ
の
女
を
こ
そ
得
め
と
思
ふ
。
女
は
こ
の
男
を

と
思
ひ
つ
つ
、
親
の
あ
は
す
れ
ど
も
、
聞
か
で
な
む
あ
り
け
る
。
さ
て
、
こ
の
隣
の
男
の
も
と
よ
り
、
か

く
な
む
。 

筒
井
筒
井
筒
に
か
け
し
ま
ろ
が
た
け
過
ぎ
に
け
ら
し
な
妹
見
ざ
る
ま
に 

女
、
返
し
、 

く
ら
べ
こ
し
振
り
分
け
髪
も
肩
過
ぎ
ぬ
君
な
ら
ず
し
て
誰
か
上
ぐ
べ
き 

な
ど
言
ひ
言
ひ
て
、
つ
ひ
に
本
意
の
ご
と
く
あ
ひ
に
け
り
。 

 

さ
て
、
年
ご
ろ
経
る
ほ
ど
に
、
女
、
親
な
く
、
た
よ
り
な
く
な
る
ま
ま
に
、
も
ろ
と
も
に
い
ふ
か
ひ
な

く
て
あ
ら
む
や
は
と
て
、
河
内
国
高
安
の
郡
に
、
行
き
通
ふ
所
出
で
来
に
け
り
。
さ
り
け
れ
ど
、
こ
の
も

と
の
女
、
悪
し
と
思
へ
る
気
色
も
な
く
て
、
出
だ
し
や
り
け
れ
ば
、
男
、
異
心
あ
り
て
か
か
る
に
や
あ
ら

む
と
思
ひ
疑
ひ
て
、
前
栽
の
中
に
隠
れ
ゐ
て
、
河
内
へ
い
ぬ
る
顔
に
て
見
れ
ば
、
こ
の
女
、
い
と
よ
う
化

粧
じ
て
、
う
ち
な
が
め
て
、 

風
吹
け
ば
沖
つ
白
波
た
つ
た
山
夜
半
に
や
君
が
ひ
と
り
越
ゆ
ら
む 

と
詠
み
け
る
を
聞
き
て
、
限
り
な
く
か
な
し
と
思
ひ
て
、
河
内
へ
も
行
か
ず
な
り
に
け
り
。 

 

ま
れ
ま
れ
、
か
の
高
安
に
来
て
見
れ
ば
、
は
じ
め
こ
そ
心
に
く
く
も
つ
く
り
け
れ
、
今
は
う
ち
と
け

て
、
手
づ
か
ら
飯
匙
と
り
て
、
け
こ
の
器
物
に
盛
り
け
る
を
見
て
、
心
憂
が
り
て
、
行
か
ず
な
り
に
け

り
。
さ
り
け
れ
ば
、
か
の
女
、
大
和
の
方
を
見
や
り
て
、 

君
が
あ
た
り
見
つ
つ
を
居
ら
む
生
駒
山
雲
な
隠
し
そ
雨
は
降
る
と
も 

と
言
ひ
て
見
出
だ
す
に
、
か
ら
う
じ
て
、
大
和
人
、「
来
む
。
」
と
言
へ
り
。
喜
び
て
待
つ
に
、
た
び
た
び

過
ぎ
ぬ
れ
ば
、 

君
来
む
と
言
ひ
し
夜
ご
と
に
過
ぎ
ぬ
れ
ば
頼
ま
ぬ
も
の
の
恋
ひ
つ
つ
ぞ
経
る 

と
言
ひ
け
れ
ど
、
男
、
住
ま
ず
な
り
に
け
り
。 

 

【
第
二
十
三
段
】 

       
 


